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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
の
責
任

産
別
と
し
て
の
政
策
実
現
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
も
毎
年
策
定
す
る
「
交
通

重
点
政
策
」
を
積
極
的
に
活
用

し
て
き
た
。

　

「
２
０
１
７
年
交
通
重
点
政

策
」
の
策
定
に
お
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
各
単
組
は
も
と
よ
り
、
Ｊ
Ｒ

各
社
や
関
係
団
体
等
と
綿
密
な

情
報
交
換
を
行
い
、
政
策
課
題

の
抽
出
及
び
深
度
化
を
図
る
よ

う
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

短
期
的
な
視
点
で
喫
緊
に
対

処
す
べ
き
政
策
課
題
に
つ
い
て

網
羅
す
る
よ
う
に
、
①
交
通
政

策
基
本
法
に
立
脚
し
た
総
合
交

通
政
策
推
進
、
②
整
備
新
幹
線

に
関
わ
る
諸
課
題
へ
の
対
応
、

③
バ
ス
産
業
の
再
生
・
活
性
化

に
向
け
た
対
応
、
④
税
制
改
正

要
望
項
目
、
の
４
つ
の
構
成
で

取
り
ま
と
め
た
。

　

ま
た
、
４
月
20
日
に
実
施
し

た
「
２
０
１
７
年
交
通
重
点
政

策
」
の
具
現
化
に
向
け
た
国
土

交
通
省
鉄
道
局
と
の
意
見
交
換

会
に
お
い
て
は
、
冒
頭
、
政
策

委
員
長
で
あ
る
荻
山
市
朗
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中

央
執
行
委
員
長
）
か
ら
、
昨
年

度
の
Ｊ
Ｒ
九
州
の
株
式
上
場
、

Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
の
税
制
優
遇

措
置
の
延
長
、
北
陸
新
幹
線
敦

賀
以
西
ル
ー
ト
決
定
な
ど
へ
の

対
応
に
感
謝
の
意
を
表
し
つ
つ
、

分
割
民
営
化
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
の

”光
と
影
“
に
つ
い
て
触
れ
、

新
幹
線
の
よ
う
に
”光
“
と
な

る
部
分
は
い
っ
そ
う
磨
き
、
一

方
で
、
”影
“
と
し
て
、
鉄
道

特
性
が
発
揮
で
き
な
い
部
分
に

つ
い
て
は
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
の
あ
り
方
の
議
論
の
中

で
解
決
策
を
見
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
挨
拶
し
、

要
請
書
を
手
渡
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
単
組
の
政
策
委

員
か
ら
関
係
す
る
要
請
内
容
の

趣
旨
を
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え

て
説
明
し
、
鉄
道
局
の
担
当
者

に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組

む
政
策
活
動
へ
の
理
解
促
進
を

図
る
べ
く
、
解
説
資
料
を
作
成

し
、
各
単
組
や
各
地
協
な
ど
と

連
携
を
強
化
し
て
組
合
員
向
け

学
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
も
展
開
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
「
交
通
重
点
政
策
」

に
つ
い
て
理
解
・
共
感
・
共
動

を
促
す
べ
く
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
国

「
Ｊ
Ｒ
の
政
策
課
題
は
Ｊ
Ｒ
連

合
が
中
心
軸
と
な
っ
て
取
り
組

む
」
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い

く
。

鉄
道
特
性
活
性
化
Ｐ
Ｔ　

岐
阜
市
と
の
意
見
交
換

創
り
守
り
育
て
る

  

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
学
ぶ

　
　
第
26
回
定
期
大
会
の
ご
案
内

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
者
の
視
点
で
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通
の
中
長
期
的
な
あ
る

べ
き
姿
・
方
向
性
に
つ
い
て
短
期
的
な
各
種
政
策
課
題
を
抽
出
し
「
２
０
１
７
年
交
通
重
点
政
策
」

を
取
り
ま
と
め
た
。

　

ま
た
、
「
２
０
１
７
年
交
通
重
点
政
策
」
に
基
づ
き
、
４
月
20
日
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
政
策
委
員
会
の
委
員
ら
総
勢
15
人
が
出
席
し
、
各
委
員
か
ら
要
請
内
容
の

趣
旨
を
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
て
説
明
し
、
２
０
１
８
年
度
の
政
府
予
算
編
成
や
税
制
改
正
に
反
映

す
る
よ
う
強
く
訴
え
た
。

ら
と
意
見

交
換
を
行

い
２
０
１

８
年
度
の

政
府
予
算

編
成
や
税

制
改
正
に

反
映
す
る

よ
う
訴
え

た
。

　
Ｊ
Ｒ
連

合
は
、
今

後
、
Ｊ
Ｒ

で
働
く
全

て
の
仲
間

会
議
員
懇
談

会
」や「
21
世

紀
の
鉄
道
を
考

え
る
議
員
フォ
ー

ラ
ム
」
を
は
じ

め
と
す
る
国
会

議
員
お
よ
び
地

方
議
員
団
連
絡

会
の
地
方
議
員

ら
に
対
し
て
も

精
力
的
に
周
知

を
図
る
取
り
組

み
を
展
開
し
、

　

４
月
12
日
、
鉄
道
特
性
活
性

化
Ｐ
Ｔ
活
動
と
し
て
、
岐
阜
市

と
の
意
見
交
換
会
と
現
地
視
察

を
行
っ
た
。

　

Ｐ
Ｔ
の
座
長
で
あ
る
小
川
淳

也
衆
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
事
務
局
長
）
と

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
太
田
和

博
専
修
大
学
教
授
を
含
め
Ｐ
Ｔ

の
メ
ン
バ
ー
ら
16
人
で
岐
阜
市

役
所
庁
舎
を
訪
問
し
、
松
原
岐

阜
市
議
会
議
員
（
私
鉄
総
連
名

鉄
労
組
出
身
）
の
仲
介
の
も
と
、

河
江
委
員
長
（
名
鉄
労
組
鉄
道

西
部
支
部
）
と
岐
阜
市
の
交
通

政
策
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

岐
阜
市
は
、
改
正
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
法
に
基
づ
く

「
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計

後
、
主
要
路
線
の
重
複
や
岐
阜

駅
前
の
交
通
渋
滞
と
、
こ
れ
に

伴
う
バ
ス
の
遅
延
と
利
便
性
低

下
に
加
え
、
マ
イ
カ
ー
普
及
バ

ス
の
利
用
者
減
少
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
岐
阜
市
は
、

２
０
１
５
年
３
月
に
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
、

「
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計

画
」
を
策
定
し
て
き
た
。

　

河
江
委
員
長
と
松
原
議
員
か

ら
、
路
面
電
車
の
路
線
廃
止
に

至
る
経
緯
、
当
時
の
市
長
を
は

じ
め
、
市
議
会
や
住
民
の
受
け

止
め
等
に
つ
い
て
も
説
明
を
頂

い
た
。
ま
た
、
岐
阜
市
の
青
木

交
通
総
合
政
策
審
議
監
か
ら
は
、

岐
阜
市
「
地
域
公
共
交
通
再
編

実
施
計
画
」
を
は
じ
め
と
す
る

交
通
政
策
に
つ
い
て
の
現
状
、

課
題
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
を

頂
い
た
。
さ
ら
に
は
、
多
く
の

自
治
体
が
事
業
者
と
連
携
で
き

て
い
な
い
こ
と
や
、
交
通
政
策

に
関
す
る
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
持
つ
専
門
者
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
、
自
治
体
の
担
当
者
も

Ｃ
カ
ー
ド
活
用
を
図
る
網
計
画

の
策
定
、
③
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の

積
極
活
用
、
④
人
口
減
少
に
対

応
で
き
る
持
続
可
能
な
公
共
交

通
の
確
立
、
な
ど
に
つ
い
て
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
「
岐

阜
市
み
ん
な
で
創
り
守
り
育
て

る
地
域
公
共
交
通
条
例
」
の
制

定
が
、
市
や
住
民
、
公
共
交
通

事
業
者
の
役
割
を
明
確
化
し
、

交
通
政
策
を
進
め
て
い
く
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
も
ご
紹
介
頂
い
た
。

　

意
見
交
換
後
、
市
内
循
環
と

し
て
活
躍
す
る
岐
阜
バ
ス
の
連

節
バ
ス
に
試
乗
す
る
な
ど
し
て

バ
ス
の
利
便
性
を
視
察
・
体
感

し
た
。
ま
た
、
路
線
廃
止
と
な
っ

た
名
鉄
路
面
電
車
（
旧
市
内
線
・

谷
汲
線
）
の
沿
線
を
視
察
し
た
。

同
線
の
各
拠
点
駅
跡
地
は
、
現

在
も
地
域
の
生
活
の
拠
点
や
公

園
な
ど
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
。
旧
黒
野
駅
は
、
黒
野
レ
ー

ル
パ
ー
ク
・
黒
野
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
し
て
子
供
の
遊
び
場
・
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
レ
ー
ル

の
一
部
や
駅
ホ
ー
ム
の
ほ
か
、

標
識
や
業
務
ツ
ー
ル
も
シ
ン
ボ

ル
的
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

画
」
が
国
土

交
通
省
に
認

可
さ
れ
た
最

初
の
自
治
体

で
あ
る
。
２

０
０
５
年
に

名
鉄
路
面
電

車
（
岐
阜
市

内
線
）
か
ら

撤
退
し
、
バ

ス
転
換
を
図っ

た
が
、
そ
の

地
域
住
民
も

地
域
公
共
交

通
に
対
す
る

理
解
を
深
め

て
い
く
こ
と

の
重
要
性
に

つ
い
て
の
話

が
あ
っ
た
。

現
在
、
岐
阜

市
は
、
①
ま

ち
づ
く
り
と

の
連
携
、②
Ｉ

岐阜市の交通政策担当者との意見交換で挨拶する
小川淳也衆議院議員

岐阜の市街地を走る連節バス（２両連節・全長
18メートル）

制度・政策項目、税制改正要望項目を盛り込んだ
「２０１７年交通重点政策」の冊子

荻山政策委員長（副会長）から国交省鉄道局総務課・川島
企画官に要請書を手渡した

支えあうことの安心を
さらに多くの皆様へ

「2017年交通重点政策」の内容
◆2017年度 制度・政策項目（予算関連）
Ⅰ．交通政策基本法に立脚した総合交通政策の推進
　１．総合交通政策の推進
　２．自然災害への対応をはじめとした防災対策の強化
　３．鉄道インフラ基盤の強化
　４．その他、ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物（地域の人流・
　　　物流ネットワーク）を長期的に支える仕組みの構築
　５．高齢化・グローバル化への対応と様々なニーズ・社会的
　　　要請への対応
Ⅱ．整備新幹線に関わる諸課題への対応
　１．整備新幹線計画の推進に伴う諸課題への対応（並行在来線等）
　２．北海道新幹線及び青函共用走行区間の取り扱い
　３．フリーゲージトレインの取り扱い
　４．北陸新幹線の敦賀以西ルートに関する課題への対応
　５．四国エリアへの新幹線導入に向けた取り扱い
Ⅲ．バス産業の再生・活性化に向けた対応
　１．安全・安心なバス事業の確立に向けた取り組み
　２．バス運転者の確保に向けた取り組み
　３．適正な運賃料金の収受に向けたルール作り
　４．地域公共交通におけるバス事業の維持・活性化

◆2018年度 税制改正要望項目
Ⅰ 鉄軌道用車両等の動力源に供する軽油の免税措置の継続適用
　 要望（軽油取引税：地方税）
Ⅱ ＪＲ貨物が取得した高性能機関車・コンテナ貨車に対する固
 定資産税の特別措置の継続適用要望（固定資産税：地方税）
Ⅲ 駅のバリアフリー化改良工事により取得した鉄道施設に係る
 固定資産税の特別措置の継続適用要望（固定資産税：地方税）
Ⅳ 貨物鉄道モーダルシフトを促進する税制支援措置の拡充・創
 設要望（固定資産税等：地方税）
Ⅴ 鉄道構造物の老朽化対策に対する税制支援措置の創設要望
Ⅵ 鉄道用車両に対する固定資産税非課税措置の創設要望（固定
 資産税：地方税）

と　

き　

２
０
１
７
年
６
月
12
日
13
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
日
12
時
ま
で

と
こ
ろ　

東
武
ホ
テ
ル　

レ
バ
ン
ト
東
京

　
　
　
　

住
所　

東
京
都
墨
田
区
錦
糸
１-

２-

２

　
　
　
　

電
話　

０
３-

５
６
１
１-

５
５
１
１

議　
題　

①
２
０
１
７
年
度
運
動
方
針
案
に
つ
い
て

　
　
　
　
②
２
０
１
６
年
度
一
般
会
計
剰
余

　
　
　
　
　

金
の
処
分
案
に
つ
い
て

　
　
　
　
③
２
０
１
７
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

　
　
　
　
④
役
員
・
中
央
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

　
　
　
　

⑤
そ
の
他

出
席
範
囲 

①
大
会
構
成
員

　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
連
合
三
役
・
執
行
委
員
・
特
別
執
行

　
　
　
　
　
委
員
、会
計
監
査
員
、
Ｊ
Ｒ
連
合
大
会
代

　
　
　
　
　

議
員
・
特
別
代
議
員

　
　
　
　
②
招
待
者

　
　
　
　
　

地
方
連
合
・
交
運
労
協
派
遣
専
従
役
員

　
　
　
　
　

他

　
　
　
　

③
大
会
会
場
係

　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会

交
通
重
点
政
策
の
策
定・国
土
交
通
省
鉄
道
局
と
の
意
見
交
換
会

Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別
と
し
て
の
政
策
実
現
力
を
ア
ピ
ー
ル

交
通
重
点
政
策
の
策
定・国
土
交
通
省
鉄
道
局
と
の
意
見
交
換
会

Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別
と
し
て
の
政
策
実
現
力
を
ア
ピ
ー
ル
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四
国
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
労
働
組
合
は
、

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
に
伴
い
、
そ

れ
ま
で
の
全
国
単
一
組
織
か
ら
組
織

を
改
編
し
て
１
９
８
７
年
７
月
に
誕

生
し
ま
し
た
。

　

組
合
発
足
当
初
は
、
約
３
０
０
人

の
組
合
員
が
い
ま
し
た
が
、
瀬
戸
大

橋
開
業
以
降
の
売
上
の
減
少
に
伴
う

店
舗
数
の
減
少
等
に
よ
り
組
合
員
数

は
、
年
々
減
少
し
て
き
て
お
り
、
非

正
規
社
員
の
組
合
員
化
に
も
取
り
組

み
な
が
ら
、
現
在
は
、
１
４
９
人
の

組
合
員
で
構
成
し
、
５
人
の
執
行
部

で
組
織
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
主
に
駅
構
内
で
店
舗
を

構
え
営
業
を
行
っ
て
い
る
小
売
、
物

販
業
で
す
が
、
２
０
１
４
年
４
月
30

日
に
Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
ジ
ャ
パ
ン
と
業
務
提
携
基
本
契
約

た
、
や
る
気
や
り
が
い
の
あ
る
制
度

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
要
員
不
足
問
題
の
解
消
を
含

め
た
職
場
環
境
の
改
善
及
び
労
働
条

件
の
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
る
も
の
の
、
要
員
不
足
問
題

は
、
一
段
と
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、

要
員
不
足
問
題
の
解
消
は
、
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ

ブ
ン
店
舗
化
に
と
も
な
い
業
務
内
容

が
変
化
す
る
な
か
で
、
実
態
に
見
合
っ

民
主
化
闘
争 

15

特　集 Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
春
季
生
活
闘
争
妥
結
状
況
（
4
月
24
日
時
点
）

83
単
組
要
求 

38
単
組
妥
結

　
　
　

           

23
単
組
ベ
ア
獲
得

前
号
か
ら
の
つ
づ
き

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

Ｊ
Ｒ
北
海
道
新
入
社
員
に

            

Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
存
在
を
示
す

四国ＫＩＯＳＫ労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ四国連合）

・
定
期
昇
給
の
実
施

・
賃
金
制
度
の
改
正　

営
業
職

を
固
定
給
（
年
齢
給
）
制
に
変
更

・
年
休
取
得
の
促
進　

５
日
間

連
続
取
得
の
指
導
を
実
施

・
永
年
勤
続
表
彰
制
度
の
新
設

（
詳
細
は
検
討
中
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
３
ヵ

月 

、
契
約
社
員
別
途
回
答

・
年
度
末
一
時
金　

社
員
・
契

約
社
員
・
嘱
託
社
員
・
社
員
代

用
パ
ー
ト
３
万
、
短
期
パ
ー
ト

５
０
０
０
円

・
ベ
ア　

３
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
月
給
引
き
上
げ　

シ
ニ
ア
社

員
３
０
０
円

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
９
ヵ

月
、
シ
ニ
ア
社
員
、
契
約
社
員

規
定
額
＋
９
０
０
０
円

・
保
存
休
暇
の
改
善　

使
用
事

由
拡
大
（
私
傷
病
・
人
間
ド
ッ

ク
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

・
福
利
厚
生
制
度
の
改
善　

リ

ロ
倶
楽
部
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ポ

イ
ン
ト
見
直
し
及
び
対
象
者
に

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
一
部

を
追
加

・
ベ
ア　

７
５
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
年
間
臨
給　

５
・
０
４
ヵ
月

・
諸
手
当
の
改
善　

住
宅
手
当

・
福
利
厚
生
制
度
の
改
善　

人

間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
適
用
条
件

に
30
歳
を
追
加

・
定
期
昇
給　

８
４
１
２
円

（
昇
格
昇
給
分
込
）

・
夏
季
手
当　

フ
ル
キ
ャ
ス
ト

・
シ
ニ
ア
キ
ャ
ス
ト
２
・
５
５
ヵ

月
、
ア
ド
バ
ン
ス
キ
ャ
ス
ト
２

・
18
ヵ
月
、
キ
ャ
ス
ト
１
・
４

５
ヵ
月

・
福
利
厚
生
制
度
の
充
実　

保

育
施
設
利
用
割
引
の
新
設

・
ベ
ア　

５
０
０
円

・
定
期
昇
給　

３
０
７
１
円

・
年
度
末
一
時
金　

５
０
０
０

〜
５
０
０
０
０
円

・
ベ
ア　

５
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
１
２

ヵ
月
、
新
幹
線
パ
ー
サ
ー
PB
級

10
万
円
、
PA
級
12
万
円
、
P1
級

以
上
15
万
円

・
年
間
総
労
働
時
間
の
短
縮　

現
行
：
１
９
４
４
時
間
27
分 

↓　

改
正
：
１
８
５
７
時
間
27

分
（
新
幹
線
パ
ー
サ
ー
）

・
永
年
勤
続
表
彰
制
度
の
改
善

　

20
年
表
彰
に
休
暇
１
日
増
、

30
年
表
彰
の
新
設
７
万
円
＋
休

暇
３
日

・
諸
手
当
の
改
正　

扶
養
（
配

偶
者
１
２
５
０
０
円
↓
１
０
０

０
０
円
、
第
一
子
５
０
０
０
円

↓
６
０
０
０
円
、
第
二
子
３
５

０
０
円
↓
６
０
０
０
円
、
第
三

子
１
０
０
０
円
↓
６
０
０
０
円
）、

支
給
額
が
減
額
と
な
る
者
に
対

し
て
減
額
分
の
12
ヵ
月
分
を
２

０
１
７
年
６
月
期
賞
与
支
給
時

に
加
算
し
て
支
払
う
。
こ
の
加

算
支
給
は
２
０
１
８
年
４
月
ま

で
に
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
を

喪
失
し
た
場
合
で
も
返
還
す
る

必
要
は
な
い
。

・
定
期
昇
給　

実
施

・
休
日
増　

間
接
１
１
５
日
↓

１
２
０
日
、
店
舗
95
日
↓
１
０

４
日

・
諸
手
当
の
改
善　

ナ
イ
ト

（
店
舗
１
５
０
０
円
↓
２
０
０

０
円
）

・
育
児
制
度
の
改
善　

時
短
勤

務
制
度
適
用
条
件
見
直
し
（
３

歳
ま
で
↓
４
歳
ま
で
）

・
半
休
制
度
の
新
設　

間
接
部

門
の
み
、
２
０
１
８
年
１
月
よ

り
実
施

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
５
ヵ
月

・
ベ
ア　

８
０
０
円
（
社
員
、

契
約
社
員
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
基
本
賃
金
（
時
間
額
）
引
き

上
げ　

25
円
（
準
社
員
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
シ
ニ
ア
社
員
）

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
２
ヵ

月
＋
４
１
０
０
０
円
、
Ｊ
サ
ポ
ー

ト
天
王
寺
営
業
所
社
員
１
・
６

ヵ
月
＋
２
０
０
０
０
円
、
契
約

社
員
１
・
０
ヵ
月
、
準
社
員

（
１
年
以
上
）
０
・
９
６
ヵ
月

＋
３
２
０
０
０
円

・
年
度
末
一
時
金　

社
員
４
万

円
、
契
約
社
員
２
万
円
、
パ
ー

ト
１
万
円

・
ベ
ア　

４
０
０
円

・
定
期
昇
給　

４
号
俸

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
４
ヵ

月
、
契
約
社
員
０
・
７
ヵ
月

・
賃
金
制
度
の
改
善　

号
俸
間

差
額
の
引
き
上
げ
（
S1
級
４
０

０
円
↓
５
０
０
円
、
S2
級
５
０

０
円
↓
６
０
０
円
、
C1
級
６
０

０
円
↓
７
０
０
円
、
C2
級
７
０

０
円
↓
８
０
０
円

・
時
間
外
割
増
率
の
改
善　

休

日
支
給
者
拡
大
、
12
／
31
〜
１

／
３
の
割
増
率
を
35
／
１
０
０

に
引
き
上
げ

・
積
立
保
存
休
暇
の
新
設

・
半
休
制
度
の
新
設

・
年
度
末
一
時
金　

０
・
３
ヵ

月
（
別
途
妥
結
済
）

・
ベ
ア　

９
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
年
間
臨
給　

５
・
３
ヵ
月

・
国
家
資
格
取
得
報
奨
金
の
改

善　

増
額
及
び
取
得
対
象
資
格

の
拡
大

・
福
利
厚
生
制
度
の
改
善　

リ

ロ
倶
楽
部
の
加
入
（
ア
ル
バ
イ

ト
・
嘱
託
・
Ｊ
Ｒ
出
向
社
員
を

含
む
全
社
員
対
象
）

・
ベ
ア　

１
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
５
ヵ
月

・
永
年
勤
続
表
彰
制
度
の
改
善

　

35
年
表
彰
の
導
入
へ
見
直
し

検
討

・
福
利
厚
生
制
度
の
改
善　

人

間
ド
ッ
ク
補
助
金
３
５
０
０
０

円
↓
４
０
０
０
０
円
）

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
定
期
昇
給　

１
５
４
２
円

・
賃
金
制
度
の
見
直
し　

一
般

契
約
社
員
日
給
制
↓
月
給
制

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
７
ヵ

月
、
シ
ニ
ア
契
約
社
員
１
・
３

５
ヵ
月
、
一
般
契
約
社
員
Ａ
Ｂ

７
万
円
、
Ｃ
６
万
円

・
年
度
末
一
時
金　

10
万
円

・
社
員
登
用
制
度　

２
０
１
７

年
４
月
１
日
時
点
で
入
社
５
年

目
の
社
員
は
、
２
０
１
７
年
10

月
１
日
か
ら
無
期
転
換
（
勤
務

成
績
を
勘
案
）

・
諸
手
当
の
改
善　

機
械
検
修
、

溶
接
作
業（
適
用
範
囲
の
拡
大
）、

出
向
（
社
外
５
０
０
０
円
↓
２

万
円
）

・
諸
手
当
の
新
設　

軌
道
特
殊

工
事
（
勤
務
１
回
１
０
０
０
円
）、

工
事
管
理
（
手
当
勤
務
１
回
５

０
０
円
）
、
検
電
接
地
責
任

（
勤
務
１
回
１
０
０
０
円
）
、

主
任
技
術
者
等
（
月
額
５
０
０

０
円
）
、
機
械
管
理
者
（
月
額

２
０
０
０
円
）

・
旅
費
の
見
直
し　

大
阪
市
宿

泊
費
（
７
０
０
０
円
↓
８
０
０

０
円
）

・
社
宅
等
管
理
規
程
の
見
直
し

　

金
沢
地
区
の
寮
（
４
万
５
０

０
０
円
↓
５
万
５
０
０
０
円
）
、

米
子
・
山
口
地
区
の
社
宅
７
万

１
０
０
円
↓
９
万
円
）

Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
労
組

【
３
月
24
日
妥
結
】

小
倉
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
労
組

【
３
月
31
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト

労
組    
【
３
月
31
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
西
日
本
商
事
労
組

【
４
月
７
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
東
海
髙
島
屋
労
組

【
４
月
７
日
妥
結
】

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト

福
岡
労
組

【
４
月
12
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
西
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
ネ
ッ
ト
労
組

【
４
月
12
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ヴ
ィ
ア
イ
ン
労
組

【
４
月
13
日
妥
結
】

九
州
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
労
組

Ｊ
Ｒ
九
州
リ
テ
ー
ル
労
組

【
４
月
14
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
労
組

【
４
月
14
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
九
州
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

ホ
テ
ル
労
組【

４
月
17
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ビ
ル
ト
労
組

【
４
月
18
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
西
日
本
新
幹
線
テ
ク
ノ
ス

労
組    

【
４
月
19
日
妥
結
】

レ
ー
ル
テ
ッ
ク
労
組

【
４
月
20
日
妥
結
】

本
紙
５
４
３
号
（
4
月
15
日
付
） 

グ
ル
ー
プ
労
組
妥
結
情
報
で
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
岡
山
労
組
の
ベ
ア
額
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
「
ベ
ア
２
０
０
円
」
が
正
当

で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

を
結
び
、
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ

Ｋ
店
舗
か
ら
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
店
舗
へ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
順

次
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
で
ほ
ぼ
全
店

が
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

店
舗
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

店
舗
の
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
化
等
に
よ
り

業
績
は
順
調
に
推
移

山積する課題解決に取り組む四国KIOSK労働組合

　

４
月
21
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・

女
性
委
員
会
は
、
Ｊ
Ｒ
稲
穂
駅

近
く
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
研
修
セ
ン

タ
ー
前
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
労

組
青
年
・
女
性
委
員
会
と
と
も

に
今
年
４
月
に
入
社
し
た
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
新
入
社
員
へ
の
ア
ピ
ー

ル
行
動
を
行
っ
た
。

　

数
年
ぶ
り
に
実
施
し
た
昨
年

に
続
き
、
今
年
も
Ｊ
Ｒ
連
合
青

年
・
女
性
委
員
会
幹
事
と
各
地

協
代
表
者
ら
の
総
勢
20
人
が
参

加
し
て
チ
ラ
シ
配
付
を
行
い
、

お
よ
そ
半
数
近
く
の
新
入
社
員

ら
に
Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
存
在
を
示

す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

新
入
社
員
ら
に
聞
く
と
、
既
に

最
大
労
組
で
あ
る
北
鉄
労
の
加

入
行
動
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
っ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
研
修
セ
ン
タ
ー

は
こ
れ
ま
で
苗
穂
駅
近
く
に
あ

っ
た
が
、
今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
て
Ｊ
Ｒ
稲
穂
駅
近
く
に
移

転
し
、
セ
ン
タ
ー
内
に
石
勝
線

列
車
火
災
事
故
車
両
を
展
示
や

実
習
設
備
を
充
実
さ
せ
た
施
設

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
け

る
一
連
の
事
故
や
不
祥
事
以
降
、

多
く
の
若
手
社
員
が
離
職
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
、
３
年
前
と

２
年
前
に
そ
れ
ぞ
れ
約
80
人
が

離
職
し
、
昨
年
も
20
歳
代
か
ら

30
歳
代
の
と
く
に
技
術
系
の
若

手
社
員
約
１
０
０
人
が
退
職
し

た
と
島
田
社
長
も
会
見
で
語
っ

て
い
た
。
昨
年
11
月
の
単
独
で

維
持
困
難
な
路
線
の
公
表
以
降
、

若
年
退
職
に
拍
車
が
掛
か
っ
て

い
る
。
募
集
し
て
も
定
員
を
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
も

ち
の
夢
と
希
望
を
蔑
ろ
に
す
る

よ
う
な
記
事
が
４
月
18
日
の
産

経
新
聞
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
（
北
鉄
労
）

の
幹
部
が
組
合
員
を
特
定
の
部

署
へ
異
動
さ
せ
る
よ
う
要
求
さ

れ
た
際
、
『
断
っ
た
ら
、
あ
ん

た
の
将
来
は
な
い
よ
』
と
迫
ら

れ
た
」
旨
の
内
容
が
報
じ
ら
れ

た
。
ま
さ
に
最
大
労
組
の
北
鉄

労
が
会
社
の
人
事
権
を
掌
握
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
よ
う

な
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
「
一

部
の
（
会
社
）幹
部
は
影
響
力

の
強
い
労
組
に
嫌
わ
れ
た
く
な

い
と
言
う
意
識
に
支
配
さ
れ
大

胆
な
改
革
が
進
め
ら
れ
な
い
」

と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
新
入

社
員
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
実
態

を
何
も
知
ら
ず
、
何
の
疑
い
も

な
く
最
大
労
組
の
加
入
行
動
に

従
っ
た
こ
と
に
危
惧
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

に
お
け
る
民
主
化
を
進
展
さ
せ

る
べ
く
、
北
鉄
労
の
異
常
性
を

内
外
に
発
信
し
、
総
掛
か
り
の

民
主
化
闘
争
を
展
開
し
て
い
く
。

あ
り
、
初
め
て
列
車
内

吊
り
広
告
で
も
採
用
募

集
を
掲
載
し
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年

４
月
、
鉄
道
関
係
２
７

６
人
、
病
院
関
係
30
人

の
計
３
０
６
人
が
夢
と

希
望
を
持
っ
て
Ｊ
Ｒ
北

海
道
に
入
社
し
て
き
た
。

し
か
し
、
新
入
社
員
た

ＪＲ北海道研修センター前でＪＲ連
合・ＪＲ北労組の運動をアピール


